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新元号（令和）へのシステム対応 

拝啓 平素は本会運営にご理解とご協力を賜り誠に有難うございます。 

さて、５月１日より平成から令和へと元号が変更となりますが元号変更に伴うシステムの

対応について以下の通りとなりますので取り扱いには注意頂きたく存じます。 

本会で作成した各用紙については在庫の減少に伴い随時、令和記載の新用紙への変更とな

りますが、それまでは現行の用紙をそのまま使用していただくようお願い申し上げます。 

 

 ※４月末システム変更 

 ①領収証の元号印字変更 

 ②現行用紙の平成となっている個所が二重線（＝）で消し令和が印字されます。 

 ③各入力について 

  支給申請書、保険証等の入力 

  例：負傷日 平成３１年４月３０日 → ３１０４３０ 

    開始日 令和 １年５月 １日 → ０１０５０１ 

 

※５月末システム変更 

①支給申請書の生年月日の印字については令和生まれの療養を受けた者の氏名の入力の

場合に印字 

 1 明 2 大 5 令 

 3 昭 4 平       年  月  日 

②総括表（Ⅰ）（Ⅱ）の変更について 

 本会作成の現行用紙については平成となっている個所が二重線（＝）で消し、その上部

に令和が印字されます。 

令和 

平成○○年 〇月分 



レセコンからの白紙印刷に関しては新元号対応となります。 

③施術録表面について 

 生年月日が新元号（令和）の受療者の場合、大正の横に印字されます。 

 明治・大正・令和 

 昭和・平成      年  月  日（  才） 

 

※５月以降のシステム対応 

①総括表（Ⅰ）（Ⅱ）については新旧用紙の変更の切り替えができる設定にシステム変更

されます。 

②施術録、支給申請書などの新元号に対応したレイアウトが厚生労働省より示されたのち

に新用紙への対応を行います。それまでは現行用紙を使用してください。 

 

※SSB・ワールド両社ともほぼ同時期でのユーザー対応になるよう調整しておりますので

お手元に変更データが届きましたら内容をよく理解しデータ変更等行ってください。 


